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最近のインフラ関連技術
トレンド振り返り



注: OSからミドルウェア
といったソフトウェアレイヤーを
指す言葉としてのインフラです



インフラ関連技術トレンド
4 サーバ構成管理ツール
4 Chef人気
4 今年になって4月,5月と立て続けに書籍発刊
4 USでは2014年にPuppetのシェアを超えたらしい

4 Ansible

4 Chefへのカウンター



インフラ関連技術トレンド（つづき）
4 仮想化関連ツール
4 Vagrant

4 Docker

4 テスト駆動インフラとインフラCI
4 Test Kitchen

4 Serverspec



インフラ関連技術トレンド（つづき）
4 Immutable Infrastructure

4 Trash Your Servers and Burn Your Code: 
Immutable Infrastructure and Disposable 
Components

4 WEB+DB PRESS Vol.81



テスト駆動インフラ
インフラCI





テスト駆動インフラ/インフラCI
4 アプリケーション開発の手法をインフラ構築に応用
4 @riywoくんが2012年にインフラCIについて書いてる
4 http://blog.riywo.com/2012/05/27/145310

4 自分自身構想は2007年ぐらいからあった
4 「テスト駆動サーバ構築」という言葉を考えていた
4 http://d.hatena.ne.jp/dayflower/
20070405/1175782564#c



テスト駆動インフラ/インフラCI
4 以前から概念はあったとはいえ「インフラをテスト可能に
する」という世界を広げたのはServerspec

4 単にテスト可能にするだけではなく、GitHub Flowにより
インフラ変更をプルリクエストし、CIサーバにより継続的
にテストする、という世界を開いた





Serverspec



Serverspecとは
4 2013年3月末にリリース
4 RSpecでサーバの状態をテスト
4 本質はサーバの状態を記述したコードをテスト
4 PuppetマニフェストやChefレシピなど

4 インフラコードの開発やリファクタリングを効率良く行う
ためのツール



Serverspecによるテストコード
describe package('nginx') do
  it { should be installed }
end

describe service('nginx') do
  it { should be_enabled }
  it { should be_running }
end



Serverspecのスペル
4 正
4 Serverspec/serverspec/SERVERSPEC

4 誤
4 ServerSpec/Server Spec



Serverspecはなぜ
生まれたのか？



テストツール開発のきっかけ
4 2006年にPuppetを使い始めた
4 サーバ構築はPuppetによって自動化できた
4 じゃあ次は構築後のチェックを自動化したい
4 Excelチェックシートでの目視確認やめたい



Assurer
4 2007年につくったPerl製サーバテストフレームワーク
4 プラグインで拡張可能
4 Plaggerの影響
4 Filter, Format, Notify, Publish, Test

4 make testでテストを実行/TAP形式で結果出力
4 CPAN AuthorなのでPerlでのテストのやり方を踏襲



Assurerの敗因
4 Serverspecと違い振る舞いをテスト
4 状態のテストよりも要件が複雑

4 欲張って色々詰め込みすぎて更に複雑になった
4 フェーズ分け/プラガブル/分散処理/シェル

4 コンセプトがServerspecほど明確ではなかった
4 開発者である自分すら使わないものになった



Assurer以後
4 時々思い返すことはあったけど積極的に何かしようともし
なかった

4 現場から若干距離を置いていて、Puppetなどもそんなに触
らなくなった



またPuppetさわりはじめた
4 自分がかつて書いたPuppetマニフェストがレガシーコード
になっていた

4 リファクタリングしたくなった
4 リファクタリングするなら当然テストが必要だしCIもやり
たい



インフラテストの前準備
4 インフラCIやろうと思って、まずはCIを実行する環境を整
えた

4 LXCコンテナでテストするために、コンテナをさくっとつ
くれるPuppetマニフェスト書いた
4 ちょうど同じタイミングでDockerが出てきて無用の長
物になった



テストツール探し
4 環境は目処がついたので次はテストツール
4 まずは既存のものでよさげなものがないか探した
4 rspec-puppetぐらいしかPuppetで使えるものはなさ
そう

4 Chef周辺の方が充実
4 ChefSpec, Test Kitchen, Cucumber-Chef, 

minitest-chef-handler



自前でつくることにした
4 ただしrspec-puppetはきちんとモジュール化されていな
いと使えない

4 自分のマニフェストはモジュール化されてないレベルのレ
ガシーさ

4 rspec-puppetは実際のサーバの状態をテストするわけ
じゃない

4 じゃあ自分で作るか、ってことに



Serverspec誕生
4 当時の同僚(@hiboma)がLXCのコンテナをテストするコー
ドをRSpecで書いていた

4 よし、それパクって汎用的に使えるようしよう
4 プロトタイプを一日でつくり、翌日にはrubygems.orgで
公開



初期のServerspec
4 最初はRedHat系Linuxのみ対応、SSHバックエンドのみ。
Execバックエンドはなかった。

4 @tkmrさんが複数OS対応とDebian対応してくれた
4 @raphinkさんがバックエンド切り替え対応してくれた
4 こんな感じで色んな人を巻き込んだ



Serverspecその後
4 Star: 738, Fork: 149, Contributors: 69

4 対応OS増えたり、サポートする機能も増えたり
4 現在v2.0に向けた作業中
4 より拡張しやすくするためのリファクタリングがメイン



本当に広く
使われてるの？



Serverspecの認知度
4 Black Duck Open Source Rookies of the Year 2013

4 Docker, InfluxDB, Appium等と並んで受賞
4 Thought Works Technology Radar 2014

4 Provisioning Testingの項目にServerspecの文字が出
てくる

4 rubygems.orgでのダウンロード数約30万
4 Chefが約400万





雑誌における言及
4 WEB+DB PRESS Vol.75

4 WEB+DB PRESS Vol.76

4 WEB+DB PRESS Vol.80

4 WEB+DB PRESS Vol.81





書籍における言及
4 Test-Driven Infrastructure with Chef, 2nd Edition

4 Chef活用ガイド
4 チーム開発実践入門
4 Chef実践入門
4 パーフェクトRuby on Rails













海外での反応















なぜServerspecは
成功したのか？



能動的な要因



別領域で成功しているプラクティス
を持ち込む
4 ソフトウェア開発の世界のプラクティス
4 テスト駆動開発
4 継続的インテグレーション

4 同じ用語使うとイメージもしやすい
4 テスト駆動インフラ/インフラCI



名前重要
4 Server + RSpecという直球な名前
4 名前から何をするものなのかが類推しやすい
4 覚えやすい



英語ドキュメント
4 日本国外でも広く認知してもらおうと思ったら、これは大
前提

4 READMEやserverspec.orgなどは最初から英語で書いた



メジャーなキーワード/プロダクト
にのっかる
4 PuppetやChefといったワードを散りばめる
4 実際に関連するツールだし

4 PuppetやChefの中の人に拾われて、彼らがツイートする
ことで広まった感



ドキュメントのわかりやすさ
4 英語でドキュメントを書いて、メジャーなワード散りばめ
てリーチャビリティ高めるだけではまだ不十分

4 ざっと斜め読みしただけで何ができるツールなのかすぐに
わかるようにするのが重要

4 すぐにわからないと、興味を失って離脱され、二度と戻ら
ないかもしれない



ツール自体のシンプルさ
4 ドキュメントをわかりやすくするためには、ツールそのも
のがシンプルでわかりやすい必要がある

4 Serverspecはテストのみに特化した
4 他のツールにある構成管理ツールとの連携やVMの操作
等は省いた

4 ゆえにシンプルでわかりやすい



シンプルだけど拡張しやすい
4 基本的な機能はあまり増やさない方針
4 ただしプログラムを書いて拡張しやすくしてる
4 他のツールとも組み合わせやすい
4 UNIX哲学
4 Keep It Simple, Stupid



他ツールとの組み合わせ
4 busser-serverspec

4 beaker-rspec

4 vagrant-serverspec

4 sensu-community-plugins/plugins/serverspec



エージェントレス
4 いくら便利でも、サーバに色々入れるのは嫌ですよね？
4 Serverspecはテストを実行するマシンにRubyがあればOK
4 テスト対象のマシンにはSSHでアクセスできればOK
4 Rubyすら必要ない



使うまでの敷居を下げる
4 ServerspecはRuby 1.8.7以降をサポート
4 RedHat 6系のパッケージインストールで入るRubyに対応
4 別途Rubyをダウンロードしてコンパイル、などする必
要がない

4 serverspec-initコマンド
4 コマンド一発でひな形を生成してすぐに試せる



自分一人でやりすぎない
4 自分が使う機能しか基本的には実装しない
4 シンプルに保つうえでも大事

4 欲しい機能があれば自分で実装してくれ、というスタンス
4 OSSなので
4 結果として多くの人を巻き込めた



能動的要因まとめ
4 他領域のプラクティスを持ち込む
4 名前やドキュメント重要
4 メジャーなプロダクトに乗っかる
4 シンプルかつ拡張可能
4 使う敷居を下げる
4 他者を巻き込む



技術トレンド要因



サーバ構成管理ツールの成熟
4 Puppet登場から9年
4 Chef登場から5年
4 みんながその次を見据えだした



Vagrantの普及
4 テストを実行するためには手元でVMを動かせる方が捗る
4 Vagrantにより手元でテストコードを書いて実行する環境
がつくりやすくなった



Chef界隈でのテストの盛り上がり
4 元々Chef界隈の人たちはテストに対する意識が高かった
4 ChefSpec, Test Kitchen, Cucumber-Chef, minitest-

chef-handlerなどテスト系ツールはChef界隈が充実



JenkinsやCI as a Serviceの普及
4 Jenkinsが開発の世界では当たり前のように使われている
4 CI as a Serviceの普及
4 Travis, CircleCI, Drone, Werckerなど



GitHubの普及
4 GitHubでインフラコードを管理
4 プルリクエストベースで変更
4 CI as a Serviceとの連携
4 テスト駆動インフラ/CIと相性が良い



技術トレンド要因まとめ
4 構成管理+仮想化+テスト+CIというトレンド
4 GitHubがこのトレンドを更に後押し
4 仮想化、構成管理、CIについては定番がでてきた
4 テストツールは決定版がなかった
4 そこにServerspecがはまった
4 それによりこのトレンドを更に加速させることになった



まとめ



Serverspecの成功要因
4 他領域で成功しているプラクティスを持ち込む
4 テスト駆動開発/継続的インテグレーション

4 最初から普及を意識した活動
4 名前、ドキュメント、メジャープロダクトにのっかる

4 シンプルかつ拡張可能に
4 UNIX哲学/Keep It Simple, Stupid



Serverspecの成功要因
4 敢えて隙をつくって人を巻き込む
4 トレンドにのっかる
4 構成管理+仮想化+テスト+CI
4 テストツール以外の定番は既にあった
4 隙間を埋めたのがServerspec



Serverspecの成功要因
4 影響力のある人にリーチする
4 国内では伊藤直也氏のブログエントリや雑誌記事の影響
が大きそう



Serverspecの成功要因
4 技術トレンドを生むとか考えない
4 生もうと思って生めるものでもない

4 自分が欲しいもの、おもしろいと思うものを自分のために
つくる
4 人類の技術発展ための無償開発、というスタンスではい
いものはできない



まとめ
4 技術トレンドを生み出す近道はない
4 少なくとも自分は知らない

4 ただ自分が欲しいもの、おもしろいとおもうものをつくる/
公開する

4 その積み重ねが素晴らしいものを生むことにつながる
4 自分がつくって公開したものは、小さなもの含めて100
以上はある



Shut the fuck up and write some code

Openness is our driver for excellence

知之者不如好之者好之者不如樂之者


